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電子採決システムの導入

流山市議会
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流山市議会の議会改革

議会の見える化を志向し、平成２１年１０月に「市
民に開かれた市議会」の実現に向けて、更なる情
報発信と情報通信技術（ICT）の推進を求める決
議を全会一致で可決し、具体的に事業を推進する
ため、「流山市議会ICT推進基本計画」を策定しま
した。

【流山市議会ICT推進基本計画】
～基本フレーム～
１．最新の議会の内容を分かり易く提供する。
２．議会への住民の参加機会の拡大と関心の向上を図る。
３．議会活動の積極展開を図る。
４．事務の合理化・効率化を進める。
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ICT推進基本計画の課題とその解決方法
１．最新の議会の内容を分かり易く提供する。

２．議会への住民の参加機会の拡大と関心の向上を図
る

課題 解決方法

・議員の出欠が見えない → 出欠管理で見える

・採決結果が分からない → リアルタイムで採決が

見える

・議論の経緯が見えない → ライブ中継で議論が

見える
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システム導入の決め手

既存のシステムではなく、

新たに構築されたシステム

それによるメリット・・・

・議会内のみの閉域環境による高いセキュリティ

→ICリーダー、議場内無線LAN
・専用システムによる高速化

→投票のみに特化したシステムにすることでシステム
の軽量化、サーバー機能を１台のPCに集約
・スマートフォンを用いた事による他用途への利用

→開催通知の送信、議員間の通話料無料
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システム構築イメージ

議場内では無線LANによるネットワークを構築し、
ICカードで出欠を管理し、かつ、IDとPWを入力したス
マートフォンでのみ投票が可能となる。

※投票結果を議場
内モニター、イン
ターネットライブ中
継に表示し、リアル
タイムに情報提供

している。
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システム運用イメージ
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システム運用詳細 1/3
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システム運用詳細 2/3
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システム運用詳細 3/3
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スマートフォンによる議案採決 1/2
平成２２年９月９日（木）、
市議会第３回定例会の本会議
において、全国初のスマート
フォン採決が行われました。
流山市議会では昨年、「市民
に開かれた市議会の実現に向
けて、更なる情報発信と情報
通信技術（ＩＣＴ）の推進を
求める決議」を全会一致で可
決し、議会活性化推進特別委
員会で市議会におけるＩＣＴ
の推進について検討を重ね、
その一環としてスマートフォ
ンの機能を活用した電子投票
システムを導入したものです。
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スマートフォンによる議案採決 2/2
全国の自治体において現在、議
場に据え付けの投票ボタンを設
置する方式が普及していますが、
流山市議会が導入したシステム
は、固定型ボタン方式に比べ、
安価な金額（初年度 約130万円、
２年目以降 約50万円）で導入
が可能となったものです。現在、
更にメールやスケジュール管理
など、スマートフォンの機能を
活かした活用を議会活性化推進
特別委員会で検討しています。
なお、この日（平成２２年９月
９日）の様子は新聞各社で取材
された上、ＮＨＫや千葉テレビ
でも撮影され、当日のニュース
で放送されました。



スマートフォンからタブレット端末へ切り替え

• 平成２６年１１月
各議員に配布しているタブレ
ット端末機を回収する。

回収したタブレット端末機に
採決システムを導入し議場に
常設する。

• 平成２６年１２月
第４回定例会において、タブ
レット端末機による電子採決
を実施した。
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ご視察ありがとうございました。

千葉県 流山市議会
議会運営委員会

H28.5.12


